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Research Abstract ⾷物成分(food factor)40種について、JB6 mouse epidermal cell line JB6 Cl41を⽤いて発癌プロモーション過程と⾒なされるcell transformation抑制作⽤を
検討した結果、種々フラボノイドのうち、特にフラボノールの構造を持つmyricetinなどが強い抑制作⽤(>80%)を持つことが⽰された。また、β-caroteneやブ
ロッコリ等に含まれるsluforaphaneも強い抑制作⽤があることを認めた。さらに、お茶やコーヒーなどの成分であるcaffeineが⾼濃度(0.25mM-1mM)ではある
が、細胞毒性なしでcell transformationを70%程度抑制することを⾒出した。caffeineがcell transformationに関わっている細胞内シグナルを制御しているか
を検討したところ、これまでこの細胞のcell transformationに重要な役割を果たしていることが知られている転写因⼦activation protein-1(AP-1)の活性や
mitogen activated protein (MAP) kinaseの活性には⼤きな影響を及ぼさないものの、phosphatidylinositol 3-kinase (P13 kinase)下流のeffector因⼦である
Aktの活性を抑制することを明らかにした。研究代表者は、Aktがこの細胞のcell transformationに重要な役割を果たしていることも⾒出し、caffeineによるcell
transformation抑制にはこのAkt活性の抑制が関わっていることをこの研究を通して証明した。
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